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〔品目別連結売上高実績〕 （単位：百万円、％）

品目区分
2021年３月期第３四半期 2022年３月期第３四半期 前期比

金額 百分比 金額 百分比 増減率

パソコン関連 24,703 31.6 23,265 29.2 △5.8

スマートフォン・タブレット関連 13,316 17.0 14,452 18.1 8.5

ＴＶ・ＡＶ関連 15,137 19.4 14,018 17.6 △7.4

周辺機器 18,732 23.9 22,344 28.0 19.3

その他 6,355 8.1 5,640 7.1 △11.3

合　　　計 78,245 100.0 79,721 100.0 1.9

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルスの新規感染者の大幅な減少と、ワクチ

ン接種率の上昇により、一度は落ち着きを取り戻したものの、新たな変異株の出現により、依然として先行き不透

明な状況にありました。

　世界経済に目を向けると、世界的な半導体不足に端を発したサプライチェーンの乱れ、コンテナ不足やロックダ

ウンに伴う労働力不足に起因する海上運賃の高騰、原油価格をはじめとした資源価格高騰など、市場環境はめまぐ

るしく変化しております。また、米ドル建てでの仕入が多い弊社にとっては、米ドルの為替変動の影響も拡大傾向

にありました。

　このような環境の中、当社グループは、「“ライフスタイル・イノベーション”－ビジネスライフやホームライ

フにおいて、より快適で豊かな新しい価値を創造し、お客様に喜びを届ける」というスローガンを掲げ、従来のパ

ソコン・デジタル関連製品をテレワーク、巣ごもり需要、抗菌・抗ウイルスなどをキーワードに幅広い分野で新製

品を投入し、積極的な需要の喚起を図るとともに、販売チャンネルの特性に合わせた商品調達・販売戦略の推進に

取り組みました。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は79,721百万円（前年同四半期比1.9％増）と

なり、営業利益は10,652百万円（前年同四半期比9.3％減）、経常利益は10,866百万円（前年同四半期比8.7％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は7,788百万円（前年同四半期比5.5％減）となりました。

　品目別の概況は、次のとおりであります。なお、当社グループはパソコン及びデジタル機器関連製品の開発・製

造・販売の単一セグメントであるため、商品区分である品目別で概況を記載しております

（パソコン関連）

　テレワークの環境改善に向けた新商品やＧＩＧＡスクール構想に伴うパソコン需要が拡大した学校向けのアクセ

サリの拡充を行いましたが、想定していた需要が継続しなかったことから、パソコン関連に係る当第３四半期連結

累計期間の売上高は、23,265百万円（前年同四半期比5.8％減）となりました。

（スマートフォン・タブレット関連）

　スマートフォン向けの急速充電器やタッチペン、Apple Watch関連製品等、戦略的に投入した商品が好調であ

り、スマートフォン・タブレット関連に係る当第３四半期連結累計期間の売上高は、14,452百万円（前年同四半期

比8.5％増）となりました。

（ＴＶ・ＡＶ関連）

　住宅着工件数が昨年に対して回復したことに伴い、受信機器関連の売上は堅調に推移したものの、ＡＶ関連の需

要が一服した影響が大きく、ＴＶ・ＡＶ関連に係る当第３四半期連結累計期間の売上高は、14,018百万円（前年同

四半期比7.4％減）となりました。

（周辺機器）

　ＳＳＤやＨＤＤが好調に推移したこと及び株式会社フォースメディアのグループ化の影響により、周辺機器に係

る当第３四半期連結累計期間の売上高は、22,344百万円（前年同四半期比19.3％増）となりました。

（その他）

　エンベデッド関連の需要が回復傾向にあった一方で、ＧＩＧＡスクールの保管庫の需要減及びヘルスケア関連の

需要が一服した影響により、その他に係る当第３四半期連結累計期間の売上高は、5,640百万円（前年同四半期比

11.3％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ2,183百万円増加し、負債は2,078百万円減少、

純資産は4,262百万円増加となりました。

　総資産の主たる増加要因は、現金及び預金が10,665百万円減少した一方で、商品及び製品が1,295百万円、預け

金が4,380百万円、受取手形及び売掛金が1,404百万円増加したことによるものです。負債の主たる減少要因は未払

金が404百万円、賞与引当金が515百万円、未払法人税等が972百万円減少したことによるものです。純資産の主た

る増加要因は、利益剰余金の増加により、株主資本が3,910百万円増加したことによるものです。

　なお、当四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動の結果増加した資金

は3,577百万円（前年同四半期は5,948百万円の増加）、投資活動の結果減少した資金は5,195百万円（前年同四半

期は4,562百万円の減少）、財務活動の結果減少した資金は9,140百万円（前年同四半期は4,477百万円の増加）と

なり、当四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ10,665百万円減少し、

41,207百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年11月９日付で公表いたしました「通期業績予想の修正に関

するお知らせ」をご参照下さい。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 51,873 41,207

受取手形及び売掛金 20,076 21,480

有価証券 9,530 11,630

商品及び製品 9,235 10,530

仕掛品 135 175

原材料及び貯蔵品 1,421 2,466

返品資産 488 567

預け金 - 4,380

その他 2,277 2,755

貸倒引当金 △1 △3

流動資産合計 95,039 95,191

固定資産

有形固定資産 4,929 6,711

無形固定資産 1,596 1,823

投資その他の資産 4,442 4,465

固定資産合計 10,969 13,000

資産合計 106,009 108,192

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,287 13,345

電子記録債務 3,616 3,761

短期借入金 500 500

未払法人税等 2,454 1,482

返金負債 1,952 1,878

その他の引当金 1,255 741

その他 4,209 3,419

流動負債合計 27,275 25,128

固定負債

退職給付に係る負債 1,642 1,708

役員退職慰労引当金 16 18

その他 261 261

固定負債合計 1,919 1,988

負債合計 29,195 27,116

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 12,577 12,577

資本剰余金 12,769 12,811

利益剰余金 50,601 55,019

自己株式 △1,373 △1,923

株主資本合計 74,574 78,485

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 537 435

繰延ヘッジ損益 963 1,187

為替換算調整勘定 338 582

退職給付に係る調整累計額 138 135

その他の包括利益累計額合計 1,978 2,341

新株予約権 250 233

非支配株主持分 9 14

純資産合計 76,813 81,075

負債純資産合計 106,009 108,192
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 78,245 79,721

売上原価 47,774 49,829

売上総利益 30,471 29,891

販売費及び一般管理費 18,730 19,238

営業利益 11,741 10,652

営業外収益

受取利息 20 10

受取配当金 36 45

為替差益 97 135

仕入割引 4 1

補償金収入 2 2

受取保険金 0 0

その他 39 34

営業外収益合計 201 231

営業外費用

支払利息 0 6

事務所移転費用 － 9

その他 33 1

営業外費用合計 34 16

経常利益 11,908 10,866

特別利益

固定資産売却益 － 12

投資有価証券売却益 0 －

特別利益合計 0 12

特別損失

固定資産除却損 9 20

事業整理損 3 －

減損損失 － 225

その他 － 1

特別損失合計 12 247

税金等調整前四半期純利益 11,895 10,631

法人税、住民税及び事業税 3,395 2,818

法人税等調整額 261 21

法人税等合計 3,657 2,839

四半期純利益 8,238 7,792

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 3

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,238 7,788

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 8,238 7,792

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 230 △102

繰延ヘッジ損益 △926 224

為替換算調整勘定 △177 245

退職給付に係る調整額 13 △2

その他の包括利益合計 △861 364

四半期包括利益 7,377 8,156

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,377 8,151

非支配株主に係る四半期包括利益 0 4

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 11,895 10,631

減価償却費 1,390 1,389

のれん償却額 － 58

受取利息及び受取配当金 △57 △56

支払利息 0 6

売上債権の増減額（△は増加） △3,480 △929

棚卸資産の増減額（△は増加） △2,121 △2,133

仕入債務の増減額（△は減少） 2,721 △213

引当金の増減額（△は減少） △505 △485

その他 318 △1,036

小計 10,162 7,231

利息及び配当金の受取額 57 56

利息の支払額 △0 △6

法人税等の支払額 △4,271 △3,703

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,948 3,577

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,390 △3,059

有形固定資産の売却による収入 － 55

無形固定資産の取得による支出 △834 △270

有価証券の取得による支出 △2,131 △2,099

投資有価証券の取得による支出 △17 △19

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
－ 88

その他 △189 108

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,562 △5,195

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △100

長期借入金の返済による支出 － △742

新株予約権の行使による株式の発行による収入 7,311 －

自己株式の処分による収入 26 72

自己株式の取得による支出 △0 △619

自己株式の取得のための預け金の増減額(△は増

加)
－ △4,380

配当金の支払額 △2,858 △3,370

その他 △0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,477 △9,140

現金及び現金同等物に係る換算差額 △147 92

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,715 △10,665

現金及び現金同等物の期首残高 37,365 51,873

現金及び現金同等物の四半期末残高 43,081 41,207

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、従来は営業外費用に計上していた売上割引については、売上高から減額しております。また、

従来は売上総利益相当額に基づいて「流動負債」に計上していた「返品調整引当金」については、返品される

と見込まれる商品及び製品の収益及び売上原価相当額を除いた額を収益及び売上原価として認識する方法に変

更しており、返品されると見込まれる商品及び製品の対価を返金負債として「流動負債」に、返金負債の決済

時に顧客から商品及び製品を回収する権利として認識した資産を返品資産として「流動資産」にそれぞれ表示

しております。

　当該会計方針の変更は、原則として遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の売上高は638百万円減少し、売上原価

は54百万円減少し、売上総利益及び営業利益は583百万円減少し、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

は影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務

諸表に与える影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

　該当事項はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う会計上の見積りについて）

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大や収束時期等を含む会計上の見積りの仮定について、当第３四半期連結累計

期間において重要な変更はありません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

　当社グループの事業は、パソコン及びデジタル機器関連製品の開発・製造・販売の単一セグメントであるた

め、記載を省略しております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

　当社グループの事業は、パソコン及びデジタル機器関連製品の開発・製造・販売の単一セグメントであるた

め、記載を省略しております。
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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